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令和４年度第６回 

新宿区外部評価委員会第３部会 会議概要 

 

＜開催日＞ 

令和４年８月８日（月） 

 

＜場所＞ 

本庁舎６階 第３委員会室 

 

＜出席者＞ 

外部評価委員（５名） 

山口道昭、桐山早苗、藤川裕子、松永健、安井潤一郎 

事務局（２名） 

出沼副参事（特命担当）、甲斐主任 

 

＜開会＞ 

【部会長】 

皆さん、おはようございます。 

取りまとめということで、金曜日も行いましたけれども、まだ全部終えることができません

でしたので、続きということで始めたいと思っております。 

最初に、少し事務局からお願いいたします。 

【事務局】 

では、事務局からご説明をいたします。 

先週金曜日は、個別施策Ⅰ－９の経常事業の意見のところで一旦中断したと思います。委員

からのご意見の一部につきましては、委員と事務局で確認をしまして、趣旨としては、部会取

りまとめ意見として反映したいというよりは、個人のご感想、ご意見を書いてくださったとい

う趣旨であるという確認をさせていただきました。結果として、部会の取りまとめへの反映は

ご希望なさらないというご意思を確認しましたので、ご承知おきください。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

この間といいますか、２１世紀になってまいりまして、こういった市民参加の委員会がかな

り増えているところでございます。それに参加される市民の皆さんの性格といいますか、そう

いったことについても、私は行政学や地方自治論を研究しているわけなのですが、そういった

中でも議論がなされているところです。 

区民の代表だという見方も一つはあるわけです。ただし、議会の議員と違って選挙で選ばれ

ているわけではありませんので、区民全体の意見を代表するということではないと思っていま
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す。一応、そういった代表制という考え方が一つあるということです。 

もう一つは、これは個人ということで、何も区民の代表をするわけではなくて、団体の代表

にせよ、公募にせよ、個人として参加しているのだから、そこで自由に意見を言うべきだとい

う考え方もあろうと思っております。どちらだということを一律に決めることはできないわけ

であります。学問的にも結論が出るわけではないのですが、そういった性格が入り混じってい

る中で、このような市民参加型の委員会といったものが多数できているというところだと思っ

ております。これは、参加する市民の側から見ると、どういった性格なのかという観点です。 

それから、もう一つは、これを受けた行政側が、そのような意見、提言をどのように取り扱

うのかということもあるわけなのですが、個人の意見を書いてくれということであれば、個人

の意見だということで割り切って、区民全体ではなくて、ごく一部、個人の意見だから、それ

を取り上げる必要はないという考え方もあろうかと思います。しかし、それを貫いていきます

と、何のための市民参加型の委員会なのかということになってまいりますので、やはり一定の

配慮は必要だと思うわけです。 

要は、行政側では、何か書かれているのであれば、それが個人のものだとしても部会で取り

まとめて、さらに秋頃には委員会として取りまとめてということになりますので、一定の配慮

といったものは行政側では求められるということになってまいります。そうしますと、そのよ

うに行政側で取り扱う意見を書くということになりますので、それなりの、自分の意見とは切

り離して、区民の代表ということにはならないにしても、やはり一定の責任といったものが生

じるだろうと思っておりますので、そういった観点から取りまとめを行っていくということで

ございます。 

このような委員会に参加して、それぞれがバックグラウンドを持っておりますので、そうい

った観点から、自分としてはこうなんだというご意見といったものもあるでしょうし、また感

想にとどめるということもありますので、その辺については、たとえここに記載されないにし

ても、事務局方がいらっしゃいますので、どこかでこういった意見もあったということが所管

の部課のほうにお伝え願えるかもしれないと思っておりますし、そういったことも期待したい

と思っております。 

金曜日の続きということで、多少、委員意見の記載内容の性格というようなことも、事務局

から補足があったところではありますけれども、その点も踏まえまして進めていきたいと思っ

てございます。 

前回、経常事業の３１１のところまで終わったと思っておりますので、その続きということ

で、経常事業の３１２番です。「住宅まちづくり審議会の運営」ですが、３１２番のコメントに

ついては、どのようなことを審議するのでしょうかという疑問点なのかと思います。 

そして、３１３番に参りまして、住宅相談なのですが、こちらも何件ぐらいかということで

ありますので、質問ということなのだろうと思います。 

住宅相談のほうに参りますと、これは他の委員もご意見を書いていらっしゃいますので、こ

れは少し補足に当たると思いますが、お願いいたします。 
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【委員】 

こちらの住み替え相談は３６９件の実績があり、住宅環境づくりに貢献しているということ

で、感想のようなものですので、特に記載する必要はないかと思います。 

【部会長】 

貢献しているということでございますので、外部評価としてみれば、しっかりやっていると

いう受け止め方なのだろうと思います。 

基本的に、意見についても評価ですので、よくやっているという意見もあろうかとは思いま

すけれども、こういった点が不十分だというところがあれば、その辺については残していきた

いと思ってございます。 

よろしければ、３１４番に参りたいと思います。こちらは「住宅資金利子補給」という事業

でございまして、何かあれば補足をお願いしたいと思いますが、よろしいですか。一応これも

予算の執行率を書いてございまして、９９．７％ということで、しっかりやっているという評

価なのだろうと思います 

ご意見が特になければ、次に参りたいと思いますが、３１５番でよろしいですか。「民間賃貸

住宅家賃助成」の制度でございます。こちらのご意見では、執行率が９１．５％ということを

挙げておりまして、利用されていることが分かったということでございますが、これについて

も何かあれば、ご意見をお願いいたします。 

【委員】 

やはり子育てファミリー世代というのは、これから大事な将来なので、学生や勤労者単身向

け家賃助成でも、やはり現額が指標ということも考えられますので、執行率が９１．５％とい

うのは、利用されているということが分かるので、なお一層、子育てファミリーや学生、勤労

者単身者が利用していただくことを望みたいと思っています。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

それでは、続きまして３１６番の「住み替え居住継続支援」に関する事業ということであり

ます。こちらについては、件数が高齢者については８件ということで、実績を見ると、ほかの

障害者やひとり親などは０件ということなのですが、何か補足があればお願いいたします。 

【委員】 

今は高齢者がどんどん増えてきます。そういうことで、やはり今後増えてくるのかなという

ことで、ある意味の懸念をしております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

それでは、続きまして３１７番の事業に入りますが、こちらは「災害時居住支援」に関する

事業でございます。ここでは、執行率は１４．９％で少し低いということもありますが、これ

についても補足があればお願いいたします。 
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【委員】 

補足ではないのですが、私は前に消防団員をやっていました。実際現場へ行ってみると、災

害に遭った、被害に遭った方の呆然とした姿。そのときに何も言えないという感じがしました。

そういうことで、やはり住まいやそういうものを支援する必要があるのではないかと思ってお

ります。 

【部会長】 

ありがとうございます。これは事業の性格が災害時の居住支援ですので、災害が起こらなけ

ればこの事業が発動されないということになろうかと思います。執行率が低くてもそういった

状況があれば、こんなものなのかなと思います。 

よろしければ、次の３１８番の事業でございますが、「多世代・次世代育成居住支援」に関す

る事業ということになります。こちらも執行率３１．２％ということで、低いといえば低いの

ですけれども、そういったことも踏まえて少しご説明お願いいたします。 

【委員】 

やはり今、何世代かが一緒に住むというよりも、ばらばらになって住むような状況になって

います。そういう意味においても、やはり一緒に住んで、お互いの年代的な違いもあるでしょ

うけれども、一緒に住んだほうがお互いに安心できるのではないかということで、こういうこ

とを書きました。 

それから、子どもたちがだんだん大きくなってくると、やはり住まいも広くなったり、考え

方も変わってくるということなので、いろいろな意味で支援していただいたらということで、

考えて書きました。 

【部会長】 

これも、ヨーロッパだとこういった住み替えはよくなされているということを聞きます。日

本の場合、比較的少ないのだろうと思いますが、必要だということで、こういった事業がなさ

れています。ただし、申請に基づいて支給するというような事業の性格上、申請がなければ執

行率が低くなってしまうということで、３１．２％でも特段問題はないのだろうという評価か

と思います。 

よろしければ、次に参りたいと思います。３１９番、「区営住宅の管理運営」に関する事業で

す。こちらは執行率９８．９％ということで、委員のご意見のところも１００％近いというこ

とが書かれておりますが、何か補足があればお願いいたします。 

【委員】 

別にないのですが、やはりせっかく区営住宅の管理運営という課題がありますので、これを

利用される方は大いに利用してやっていただきたいということで、区のほうも、いろいろな意

味で検討していただければいいかなという考えで書きました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

よろしければ、次の３２０番に参りたいと思います。３２０番の事業は、「区民住宅の管理運
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営」ということでございます。これは管理戸数が０戸ということではあるのですが、予算現額

はほぼ１００％に近く、９９．９％執行しているということであります。 

これも何か補足があればお願いいたします。 

【委員】 

今は、生活的に住宅だけではなくて食料や衣服など、いろいろな面で経費がかかるような状

況になっています。住宅以外でもかかるので、住宅に関しては、やはりいろいろな意味で管理

運営をやっていただけたらと思っております。 

【部会長】 

ありがとうございます。特段よろしければ、次に参りたいと思います。 

次の経常事業、最後だと思いますが、３２１番、「特定住宅の管理運営」ということでありま

す。こちらも予算の執行率は９９．９％なのと、委員のご意見のところでも１００％近いとい

うことが書いてありますが、これも何か補足があればお願いいたします。 

【委員】 

別にこれと言ってないですが、１００％近く利用されているということが、この表で理解で

きたということです。 

【部会長】 

ありがとうございます。予算があるので、しっかり使っているといったところかなと思いま

す。 

それでは、計画事業の評価と経常事業の取組状況の確認をいたしまして、そのまとめとして

個別施策の評価ということで、一番最初のページ、Ⅰ－９の施策として、「地域の生活を支える

取組の推進」ということでございます。こちらは我々委員、皆さん書いておりますので、順番

に発表していきたいと思っております。 

まず最初は、私から発表させていただきます。「おおむね順調に進んでいる」ということなの

ですが、一応クエスチョンマークがついております。コロナ禍の影響を強く受けた施策がある

ということで、そうであっても総じて計画遂行に向けた努力はなされているということになり

ます。おおむね順調であったとしても、そうでないものが一部あるからおおむねという評価に

なりますので、逆に言えば、これらの努力を上回る災厄がコロナ禍であったということが言え

るのではないのか。 

コロナ禍も令和３年度が２年目になりますので、その対処の仕方に関しても行政側のノウハ

ウが蓄積されてきているのではないのか。これらのノウハウを活用して、さらなる成果を上げ

ることを期待するということです。コロナ１年目が令和２年度だったと思いますが、そのとき

には最初だったので、ノウハウが何もないということで右往左往するような部分もあったと思

いますが、２年目に参りますと、オンラインの活用や、それを活用するだけの環境も整えてき

たり、そういった変化があります。そういったものを利用しながら、予算づけも多分そうなっ

ているということもあろうかと思いますけれども、そのようなことで、しっかり成果を上げて

もらいたいということを書いております。 
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その辺の評価、コロナ禍をどう評価するのかということで、それが取組だとすれば、事業が

全部できなかったということは、コロナ禍のせいにすることはできないということになります。

とはいえ、コロナ対応を全て完璧に盛り込んでいないということであれば、多少できなくても

やむを得ないのではないかということになりますので、一応そのようなニュアンスが最後のク

エスチョンマークに表れているところでございます。 

まとめは最後にやりたいと思います。 

【委員】 

私も「おおむね順調に進んでいる」ということで評価させていただきました。認知症や知的

障害、精神障害などにより判断能力が十分でない人でも、この新宿区で、住み慣れた地域で、

その人らしい生活を安心して送れるような各種支援があるかと思っています。成年後見制度を

はじめとして、就労支援、また家賃等債務保証料助成や入居者死亡保険料助成など、いろいろ

なサービスや支援というものが行き届いていると感じております。 

「新宿区居住支援サービスガイド」という冊子も、そういった方々のみならず、世代を超え

た多くの方々に配布され、認知されていると考えていることから、おおむね順調ということで

判断させていただきました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

私も「おおむね順調に進んでいる」と評価させていただきました。目指すまちの姿、状態と

いうのが、判断能力が十分でないため日常生活に支障がある人でも、地域社会の一員として尊

厳を持っていきいきと生活が送れる。そういう社会の実現を目指すというのが目指す姿なので、

そのために、地域社会の一員として尊厳を持って生活する成年後見制度の活用、障害者、若年

層への就労支援の実施、誰もが住み続けられる住環境のために、高齢者、障害者の民間賃貸住

宅への入居の促進といったそれぞれの施策が、個々の課題はあるものの、おおむね順調に進ん

でいるということが評価の理由です。 

これから高齢者の増加、単身者の増加という状況が変化する中で、変化する過程のことでは

あるのですが、おおむね順調に進んでいると感じました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

私はクエスチョンマークにしましたが、一応おおむねということに考えております。就労支

援においては、公益財団法人新宿区勤労者・仕事支援センターにおいて、障害者や若年層に対

する各種就労支援事業を実施しています。ハローワーク新宿との連携による求人情報などの周

知なども実施しています。 

また、令和３年度は新型コロナ感染拡大の影響により、集客や対面による対応が制限されて

いました。そのため、一部の目標が達成できなかったのですが、オンラインの活用など、新た
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な日常に即した手段を活用して事業を実施しました。誰もが住み続けられる住宅環境、高齢者、

障害者などの民間住宅への円滑な入居を促進するための家賃等債務保証料助成や入居者死亡保

険料助成などを実施しています。区営住宅などの管理運営なども実施しています。 

令和３年度は、家賃等債務保証料助成件数及び入居者死亡保険料助成件数については、目標

値の達成には至らなかったですけれども、居住支援協議会構成団体との情報共有や連携を推進

し、居住支援協議会構成団体が取り組んでいる各種支援を紹介する冊子「新宿区居住支援サー

ビスガイド」を広く区内に配布することによって、区事業を含めた各種支援を広く周知するこ

とができたということなので、一応おおむね順調にされていると思っております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

クエスチョンマークになっていますが、記載漏れです。「おおむね順調に進んでいる」と考え

ております。 

「人口に占める高齢者の割合が大きくなるのは明確です」と書かせていただきました。ひと

り住まい、家族の最低単位である２が１になったときに、果たしてそれを家族と言えるのかと

考えております。誰もが活躍できる、そして安心して住み続けられるということの中でいけば、

行政は縦割りと言われていますが、まちは縦には割れていないので、より今まで以上に横の連

携を取った区の施策が必要なのではないかというのを、現場の声を聞きながら考えていたとこ

ろです。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

評価の取りまとめといたしましては、「おおむね順調に進んでいる」ということで委員の意見

は一致しておりますので、そのようにしたいと思います。理由についても、コロナについて触

れているところがありますし、また触れていなくても前提なのだろうと思います。そういった

影響がありつつも、対面型の事業についてはオンラインに切り替える等でおおむね順調に進ん

でいる。一部その影響を受けて、予算の執行率等については執行率が上がらないようなところ

もあったのかとは思いますけれども、努力を多としたいという意見なのかと思ってございます。 

文章自体は、これを合体していくかと思いますので、少し変わるといいますか、この個別の

書き方とは異なってくるとは思いますけれども、そのような方向性で取りまとめたいと思いま

す。どうしてもこの辺を書いてほしいとか、ここはどうかというところがあればご意見頂戴し

たいと思います。いかがでしょうか。 

【委員】 

これから単身者も増えるということ、それから高齢者も増えるということに関しては、私も

そう思っているので、総合評価ではなく、次の今後の取組の方向性に対する意見のほうで、も

し記載することがあればお願いしたいと思います。先の話で申し訳ありません。 
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【部会長】 

まず、この外部評価委員の意見についてご意見を聞いて、また一段落したら今後の取組等を

進めて議題にしていきたいと思いますけれども、気づいたことがあれば遠慮なくおっしゃって

ください。 

取りあえず、その辺の、どこに書くかという問題もありますので、次のページの今後の取組

の方向性に行きたいと思います。こちらは、ご意見はお二人記載しておりますので、お願いい

たします。 

【委員】 

新宿区民全ての方、いろいろな状況の方がいらっしゃるかと思うのですが、高齢者や障害者

等を含めて、新宿区民として共に生きる、私たちとみんな一緒だという地域社会を目指して、

また必要とされている方に必要な支援が着実に届く、そういった誰一人見落とさない、忘れな

いといったこの思いを引き続き抱きながら、普及啓発を行っていただくことを希望いたします。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

私は、やはり成年後見制度を利用する方がこれからますます増えてくるのではないかという

感じを受けます。そういう意味でも、引き続き制度の普及啓発や相談機能の充実を図っていた

だきたい。 

また、就労支援については、利用者を増やしてほしいと同時に、それぞれ状況が違っていま

すので、個々の状況に応じた支援を進めてほしい。 

誰もが住み続けられる住宅・住環境では、各種助成の利用促進、不動産業界との連携を一層

強化してほしいと書き込みました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

普及啓発など、この辺がここのキーワードなのではないかと思いました。いろいろな事業を

見ていたところでも、執行率が低いところもあったわけでありまして、その原因として、対象

者がいないということであれば執行率が低くても当然ではあるのですが、もしかしたら、対象

者であったとしてもその情報が届いていなくて、そのために申請ができなかった。したがって、

執行率が低くなったということがあるのではないか。疑いでしかないのですが、そういった可

能性があったのではないのかということも計画事業を見ていく中ではありましたので、そのよ

うなことがないように、今後、普及啓発については、より一層推進してほしいということがあ

るのだろうと思います。 

そして、先ほどのご意見もあったかと思いますが、高齢者の割合がもっと大きくなるという

ことが統計上見込まれるところでありますので、より一層普及啓発ということが大事になるの

だろうと思いますので、この辺を、今言ったようなことを踏まえて少しまとめられればと思っ

ております。 
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これについて何かご意見があればと思いますが、いかがでしょうか。 

よろしければ、そのような方向性で取りまとめをさせていただきたいと思います。よろしい

ですか。ありがとうございます。 

では、その次に、その他意見・感想ということなのですが、これも二人ご意見がありますの

で、順次発表をお願いしたいと思います。 

【委員】 

感想なのですけれども、こういったすばらしい「新宿区居住支援サービスガイド」という冊

子があります。やはり多くの方が目にして、住まい、暮らしというのは生活の一部としてとて

も大事な部分を指してきますので、こういったサービスがある、私はこのことが利用できるの

だということ、あることによってすぐに解決できるという結びつきにするためには、やはり多

くの方に目にしてもらう、知ってもらうということが大事になってくるかと思いますので、こ

ういったすばらしいサービス、支援があることを、多くの方が利用していただくことを期待し

たいと考えております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

委員と同じような感じなのですが、特にこれから社会全体がいろいろな意味で複雑多岐にわ

たってくると思います。そういう意味でも、各種関係団体、それぞれ特色がありますので、そ

の方々の協議と連携を図って、それぞれの状況に応じた支援を進めることが特に大切なように

感じました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

これもＰＲに関係してくるのだと思うのですが、結局いろいろな冊子類をたくさんつくって

いて、内容が結構よいと思ったわけなのですが、それが必要な人に全て届いているのだろうか

というところがあるので、届けていただきたいと思っております。 

それから、届け方については各区民個人という、最終的にはそこに至るかと思うのですが、

その手段として各種団体ということで、町内会にしても商店会にしても、そういったものを活

用してほしいということが、これまでのヒアリングや前回の議論の中にもあったかと思います

ので、この辺をしっかり書いていければいいなと思いました。 

そんなことで取りまとめたいと思いますけれども、いかがでしょうか。ありがとうございま

す。そのようにさせていただきます。 

それでは、ここでⅠ－９の施策については終わりにいたしまして、その次のもう一つの施策

に行きたいと思います。 

施策はⅢ－１５、「多文化共生のまちづくりの推進」というものになります。２ページを開い

ていただきまして、計画事業は６３「多文化共生のまちづくりの推進」ということになります
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ので、そこから始めていきたいと思います。 

これも評価については各自書いておりますので、順番にということで私から発表させていた

だきたいと思います。 

多文化共生を推進するための主要な施策として、多文化共生まちづくり会議が位置づけてら

れている。コロナ禍の影響から、実施方法が対面からオンラインに変更になるなどして、予算

の執行状況は３分の２程度にとどまっているということでありますが、目的は果たされたもの

と評価できるとしております。 

そもそも３分の２程度というのは、計画事業評価シートの２枚目の裏側で、事業分析という

のが真ん中ぐらいにありますけれども、その執行状況が６２．４％ということで、これはヒア

リングのときには、オンラインにしたから事業の執行ができなかったといいますか、しなかっ

たといいますか、必要がなかったといいますか、というようなことだったと思います。やり方

が変わったので、お金の使い方は減りましたけれども、やることはやったということではない

かと思いまして、結論的には「計画どおり」という評価をしたということでございます。 

【委員】 

私も「計画どおり」と評価させていただきました。新宿区では多数の外国人の方と日本人が

互いに理解し合い、共に快適な暮らし、働き、学び、遊び場として魅力あるまちづくりに取り

組んでいるかと思います。具体的には、オンライン開催によるベトナムの文化交流や、外国人

コミュニティや日本語学校などと連携しての新型コロナウイルスやワクチンに関する情報提供

などを行っておりました。 

また、新宿区の外国人向けのサービス施設であるしんじゅく多文化共生プラザの施設利用に

おける広報なども充実されていることから、多文化共生まちづくりの推進で成果を上げている

ということで、「計画どおり」と評価させていただきました。 

【部会長】 

お願いいたします。 

【委員】 

私も「計画どおり」と評価させていただきました。多文化共生まちづくり会議や多文化共生

連絡会の運営、実施を行い、日本人と外国人が共にまちづくりに参画できる体制を整えていま

す。 

外国人コミュニティの代表者にコロナ関係の母国語での発信依頼や、日本語学校や専修学校

へワクチン接種情報の周知依頼など、外国人に必要な情報が届くように、これまでのネットワ

ークを活用、構築されたと評価します。 

多文化共生プラザは、情報発信、相談の窓口が充実していて、外国人の利用者の評価が高い

ということを、多文化共生まちづくり会議の議事録なども拝見させていただいたのですが、そ

ういった会議での発言や、利用者の声で非常に高評価であると把握できました。特にアンケー

ト等をしなくても、こういった定性的な評価をされていると思いました。 

以上より、多文化共生まちづくりの推進は「計画どおり」と評価しました。 
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【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

「多文化共生のまちづくりの推進」では、新宿区多文化共生まちづくり会議の開催回数は年

６回開催で予定どおり。第５期のテーマ「日本人と外国人が共につくる地域社会のあり方」に

ついて各部会で審議し、１２月の全体会では、これまでの審議内容に関する中間のまとめ（案）

を決定しました。 

効果的な情報提供体制の整備については、令和５年度からの情報提供体制整備に向けて検討

会を開催したほか、新型コロナウイルスやワクチンに関連する情報を外国人コミュニティや日

本語学校などと連携して周知しました。特に日本語学校の場合、外国人はやはり言葉が通じな

いといろいろな意味で悩みがあるでしょうし、考え方が言葉の言い方で違ったことになると困

りますので。 

しんじゅく多文化共生プラザの機能の充実については、区ホームページの内容をリニューア

ルし、外国人に迅速な情報提供をしたほか、日本語ひろばを円滑に運営するため、ボランティ

アとの意見交換により信頼関係構築に努めるなど、第４期新宿区多文化共生まちづくり会議の

報告書の提言内容を実行しました。特に、多文化共生プラザにおいては、私どもも見学させて

いただきましたけれども、外国人が落ち着くような感じと、周りにいろいろな情報が載ってい

て、分かりやすく、絵も大きく描かれていたので、よいのではないかと思っております。 

多文化共生連絡会の運営については、新型コロナウイルスの感染状況に応じて、対面型とオ

ンラインを併用して開催しました。特に新型コロナウイルスの感染状況が多い場合は、オンラ

インを多くやられました。 

新宿区多文化共生連絡会の会員数については、目標値に届かなかったですが、多文化共生団

体に声かけをするなど、様々な団体との関係構築を図ったことにより、新たに３団体が加入し

たということで、おおむね「計画どおり」ということで書きました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

「計画どおり」とさせていただきました。「新宿区多文化共生まちづくり会議、多文化共生連

絡会等で着実に日本人と外国人の交流、コミュニティ作りが進んでいると思います」と、２行

ですが書かせていただきました。 

この間の多文化共生プラザを見せていただいて、新宿区の多文化共生は確実によくなってき

ていると思ったものですから、２行ですけれども、思いを込めて書かせていただいたという次

第です。 

【部会長】 

ありがとうございます。着実に計画どおり進んでいるということであります。 
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川崎市がヘイトスピーチの条例をつくったりして、あれをつくるときに多少関わったので、

ヘイトスピーチをする側とそれを止める側との戦いですとか、世相をめぐって、許可をなぜ出

すのか、表現の自由なので止めるなですとか、いろいろなことがあるわけです。そこまでいっ

ていない、多少はあるのだろうとは思いますけれども、抑止をするためにこのような共生プラ

ザなどの役割といったものがありますし、また会議の内容もそのようなことを防ぐためのもの、

防ぐ機能を担っているのかなと思いますので、着実に進んでいるのだろうと思います。 

ということで、こちらは取りまとめるということですかね。一応これもコロナの影響があり

ますので、対面型がオンラインになったということがあったりして、そこで事業の執行率は多

少欠けるところがあるわけなのですが、それはそれでやり方を工夫したということですので特

段問題もないだろうと思いますし、また会議の構成団体についても増えてきているということ

がありますので、順調に進んでいるのだろうと思います。 

そんなところで取りまとめるということで、こちらはよろしいでしょうか。ありがとうござ

います。 

次は今後の取組の方向性に対する意見ということでありまして、これも順次発表なのですが、

私も多少意見を書いていますので、私からといたします。 

新宿というまちの特性から、様々な区民や滞在者が往来し、多文化共生を図ることには多く

の課題が想起されます。コロナ禍への対応やアフターコロナとなれば、求められる対応も変化

するでしょう。これらの課題に対し、今後も適切に対応されることを望みます。 

ここはキーワードとして滞在者の問題を少し挙げておりまして、区民は住んでいらっしゃる

方なのですが、たくさんの方がいらっしゃるだろうと思います。そういった方に対して、どう

やって情報を届けるのか。これは住んでいる方よりも難しいのではないかと思いますが、そう

いった課題があるのだろうと思います。コロナということであれば、来る方は減っているかと

思うわけですが、コロナが落ち着けば、いつ落ち着くか分からないのですが、来る方は増える

のだろうと思いますので、一層そのような来る方に対する対応といったものが大事になってく

るのだろうと思いますので、それらについて適切に対応してほしいということを要望として書

かせていただいています。 

【委員】 

しんじゅく多文化共生まちづくり会議の開催が令和３年度の目標値６に対して１００％全部

達成しているということから、日本人と外国人が、一緒の地域、社会に暮らしているわけです

ので、そこに共に区政、いろいろなサービスを、外国人向けのこういった多文化共生プラザを

はじめとしたすばらしい施設がありますので、共に暮らし、生きていくという願いも込めて、

やはり一緒に関心を寄せ合って協力し合いながら共に参加していくことを期待したいと考えて

おります。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 
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【委員】 

３月の交流会はオンラインで実施することができたが、参加２０人は新宿区全体とすると少

ない数字ではないかと感じました。これは確認を忘れたのですが、もともと人数が２０人限定

だったのでしょうか。もしそうだとしたら私の誤解なので、申し訳ありません。 

相互理解の観点から、外国人への情報発信だけではなく、日本人への情報発信も力を入れて

ほしいと感じました。オンラインでベトナム文化を日本人に紹介するというような、外国人に

日本文化を紹介するだけでなく、日本人が外国人の文化を学ぶことができる、そういうことに

も力を入れてほしいと感じました。 

【部会長】 

ありがとうございます。全部話を聞いてから、２０人のところは見てみたいと思います。 

お願いいたします。 

【委員】 

新型コロナウイルス感染症への対応を取り入れた交流やコミュニケーションの場を充実する

ことで、日本人と外国人との交流を促進し、多文化共生意識の普及啓発をすると同時に、地域

コミュニティや日本語学校との連携を図るとともに、より効果的で効率的な外国人への情報提

供体制を整備していく必要があるのではないかと思います。 

特に今、いろいろなコロナの種類が出ていますので、住んでいる日本人はもちろんそうです

が、外国からいらした方は非常に不安があると思います。そういう意味でも、やはりお互いに

交流やコミュニケーションを図っていただいて、多文化共生の意識を普及啓発していただきた

いということと、日本語学校との連携を図って、日本語をよく理解していただいて、我々もそ

れに対して協力していくということがこれからは重要なのではないかと思っております。そう

いうことで書きました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

しんじゅく多文化共生連絡会に区内の団体（町会、商店会）や大学等とも連携をしていただ

きたいと書かせていただきました。区内には数多くの大学、専門学校等々がありますので、ぜ

ひその団体も利用しながら多文化共生に進んでいただければと思いました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

この多文化共生まちづくり会議については、外国人の団体が入ってきていて、そこで交流を

しているということではあるのですが、そこと日本人の交流がどうなのか、それは一つの課題

になるのではないかと思います。そのような内容についてなのか、その会議の内容とともに、

その過程に関わるということもあると思いますし、終わった後に何か課題が出てきたものにつ

いて、日本人に知らせるということも一つの課題だと思います。 
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それから、日本人にしても中間的な団体があったほうがいいだろうということで、その中間

的な団体として区内の町会、商店会や大学等といったものの活用といいますか、そういったも

のがあるともっとよくなるのではないか。この辺を今後の取組ということで書ければよいと思

いました。 

それから、個別の課題で、委員の参加２０人のところなのですが、どこかに書いてありまし

たか。ヒアリングで出てきた数字でしたか。 

私のイメージだと、団体数がいくつかあって、１２２団体ですとかが書いてあって、その会

議のところに何人ぐらい出てきたのかみたいな話がありました。そこで私、２０かどうかは覚

えていないのですが、何人かということがあって、少ないなと感じたという記憶でしかないの

ですが、合っているかどうかというところも確認できたらと思いました。 

内容は実績の（３）のところだと思います。交流やコミュニケーションの場の充実。２回の

予定が１回しか開かれなかったということで、そのときの参加人数が２０になるのかどうかと

いうことだと思います。 

【委員】 

オンライン開催で申込みが２０名限定でした。参加が少ないというよりも、もともと２０名

限定で行ったみたいです。対面ではなくオンラインなので、もっと多くの人を集められるのか

なと思ったのですが、２０名限定で行ったということでした。 

【部会長】 

今、言ってもあれだけど、なんで２０名限定だったのかなという感じもしないではないです

ね。個人だとオンラインの環境があれば何人でも参加できる感じはするけれども、団体を代表

してなのか、代表者という人が個人として参加しているのか、オンラインの開催の形態がよく

分からない感じもします。 

【委員】 

オンラインで開催された「楽しく知ろう！ベトナムの文化」のことですね。 

【部会長】 

これは何か説明がありましたか。Ｚｏｏｍなんですね。分からない中で議論してもらうんだ

けれども、Ｚｏｏｍだと自宅から参加されたんですかね、この２０名は。それとも、２０名に

限定しているのは、多文化共生プラザとかそういったところに端末が２０台あるということで

あれば、台数の制限というか、人数の制限というのはそうなのかなと思いますけれども、自宅

から参加するのであれば制限はなさそうな感じですよね。 

【事務局】 

今、所管部署に確認をいたしました。２０名に限定した理由としては、オンライン開催とい

うことで、実際にやると、画面に多数表示されるだとか、ウェブ会議のシステムの動作の安定

性だとか、その辺りを踏まえて２０名が快適にやれる上限という判断をして２０名に絞ったと

申しています。ただ、補足情報としては、２０名募集したけれども、結局１２名だったので、

もう少しご参加いただけたらいいなという結果ではあったようです。 
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【部会長】 

ありがとうございます。個別の事業を取り上げるのであれば、もっといてもいいのではない

かという感じがするし、今、Ｚｏｏｍの画面は、７×７で４９人まで映ることになるというの

はあるけれども、それはそれで置いておいて、個別の取組についてここで書くのはどうかなと

いう感じはしますので、ここはいいですかね。 

【委員】 

はい。 

【部会長】 

後のほうで別途経常事業になっていれば、その辺にも入れられるような感じがしますけれど

も、ここは全体の今後の方向性だから、入れるのであればどうなのか。 

【委員】 

いえ、交流会については個別の一つのことなので、記載は必要ないと思います。ただ、ほか

の皆様の意見を聞いて、外国人への情報発信だけでなく、日本人への情報発信ということを。 

【部会長】 

こちらのほうはぜひ入れたいと思います。日本人への情報発信と、それから、中間的な団体

ということで町内会、商店会、大学といったものを活用したらどうなのか、というところにつ

いては入れたいなと思います。 

その他ここについて何かありますでしょうか。 

よろしければ、次のその他意見・感想にいきたいと思います。 

【委員】 

視察でお伺いさせていただきました、しんじゅく多文化共生プラザでは、日本語教室とかイ

ベント各種の様々な内容をやっておりましたので、さっき委員もおっしゃったように、日本人

も参加できるような形で情報を共有するといった意味でも、日本人と外国人が共に、こういっ

たすばらしい共生プラザという施設がありますので、経験や交流を重ねて、新宿区で暮らして

楽しかった、ここはよかったという思いを持っていただくことがとても大切になってくると思

う部分と、そういった施設もあるということを、活用も見いだして、日本人、外国人という垣

根を越えた交流をしていただくことを希望したいという感想です。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

しんじゅく多文化共生プラザの機能充実については、ネットワーク機能や外国人相談機能に

おいて、令和３年度に検討した内容を整理・具体化し、実施していただきたいと書きました。 

特に、しんじゅく多文化共生プラザは、我々見学させていただきましたが、機能としては、

外見から見るとなかなかいいのではないか。特に日本語を教える教室がちゃんときれいにでき

ていまして、スペースも広いし、こういうところがあるんだよということを知ってもらうと、
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より充実したものができるのではないかと思っています。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

現場の感想ですけれども、日本のコミュニティに入りたがっている外国人住民はたくさんい

るというところをお伝えしたいと思います。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

ここでは、しんじゅく多文化共生プラザは評判がいいなという感じはいたしました。ヒアリ

ングに行ったときに、場所が分かりにくいですとか、施設の特徴上というか、東京都の関連施

設にテナントとして入居しているというようなことがあって、看板が自由につくられないとか、

そういったことは施設でも言っておりましたけれども、それは施設の特性上できないものはで

きないのだろうなと思いました。ＰＲについては、それに代わるインターネットなどで、来て

もらえればすごくいいところですけれども、分かりにくくてそこまで物理的にたどり着かない

方もいらっしゃるかなと思いました。 

感想程度としてみれば、そんなところもあります。それは言ってもしょうがないのかなとい

うところがありますけれども、感想として、そんなことがあったということで、ここはまとめ

ていきたいと思います。 

よろしければ次に行きたいと思います。経常事業でございまして、５９４の事業から審議し

ていきたいと思います。５９４事業「しんじゅく多文化共生プラザの管理運営」であります。

今までに出た議論にも関わるのかなと思います。 

ご意見を委員が書かれておりますので、何かあれば補足をお願いいたします。 

【委員】 

しんじゅく多文化共生プラザの管理運営ですが、同じ新宿でも、区役所１階の外国人相談窓

口も含めて案内していただいて、それぞれ特色があるんですよね。特に多文化共生プラザの中

に入ると、ちょっと意味合いが違うなという感じを受けました。そういう意味では、しんじゅ

く多文化共生プラザの管理運営が、しつこいですけれども、やっているなということを皆さん

に広めていけば、より一層よくなるのではないかと書きました。 

【部会長】 

ありがとうございます。こちらは感想ということでよろしいですかね。今、発表していただ

いて、そういったことがあったということで、特段、意見としては記載しないというふうにし

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

【委員】 

はい、よろしくお願いします。 

 



－17－ 
 

【部会長】 

それでは、次の事業でありまして、５９５「外国人への情報提供」です。 

こちらも感想なのかもしれませんが、お願いいたします。 

【委員】 

これも感想ということで、事業経費がよく使われているなということを感じて書かせていた

だきました。 

【部会長】 

こちらも感想ということで処理させていただきたいと思います。 

次が５９６「外国人相談窓口の運営」でありますが、こちらも委員、お願いいたします。 

【委員】 

同じことなのですが、ちょっと残念だったのは、見学させていただいときに、相談するとこ

ろに人がおられなかったので、ここに人がいるともっと把握できたのかなという感じを受けて

書かせていただきました。 

【部会長】 

これも感想ということで処理させていただきたいと思います。 

次が５９７「日本語学習への支援」でございます。お願いできますでしょうか。 

【委員】 

５９６と大体同じですが、日本人も日本語が分からない方がおられますけれども、外国から

来た方はなおさら分からない。そういう意味では、日本語学習をもっともっと広めて、学習し

ていただいたら、もっと日本自体が分かってもらえるかなと思って書きました。これも感想で

す。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

次が５９８の事業で「国際交流事業」です。こちらもお願いします。 

【委員】 

海外で日本以外に、先ほど委員が言ったように、いろんな特色を持っておられる方がおられ

る。そういうことで、海外との交流が深められたら日本もいいし、交流していただいた方も、

そういうコミュニケーションができてくるのかなということで、これも感想として書きました。 

【部会長】 

ありがとうございます。こちらは結局、コロナの関係でほぼ全面的に中止となって、予算の

執行率１．４％ということだったので、コロナが落ち着けば再開してほしいなと思います。 

次が５９９の事業で「外国人留学生学習奨励基金」に関する事業です。こちらも委員、お願

いいたします。 

【委員】 

新宿区の発展、あるいは日本の将来のためにも、留学生活を続けていくために、経済的な援

助を必要としている区内在住の学習成績優秀な外国人留学生に対して、学習奨励金を支給する
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ことは大切なことではないかということで書きました。これも感想です。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

次は６００の事業で「外国人学校児童生徒保護者の負担軽減補助金」に関する事業でありま

して、こちらもお願いいたします。 

【委員】 

自分の体験なんですが、うちの町会に韓国からお見えになっているお子さんがおられまして、

そのお子さんの親は韓国のほうで高級官僚だったんです。だから、そういう方々ばかりが韓国

学校に来てるのかなという感じを受けていたので、こういう支援制度ができていることが分か

らなかったということで書かせていただきました。 

【部会長】 

これも感想ということで処理させていただきます。 

次が経常事業の最後、６０１番で「窓口等における多言語対応の推進」ということなのです

が、こちらもお願いいたします。 

【委員】 

窓口にいろいろなことを相談しにいった場合、自国の言葉で言っても、日本人が向こうに行

けば外国人ですが、向こうの方が来た場合、何がなんだか分からないということなので、職員

が多言語対応を推進していただくことが必要ではないかと。これも感想です。むしろ、感想と

いうよりも希望です。 

【部会長】 

ありがとうございます。こういったことをやっていくということですね。 

はい、どうぞ。 

【委員】 

事務局に質問です。５９９の「外国人留学生学習奨励基金」がお二人の方の寄付からなると

いうことだったのですが、馬場氏と濱田氏というのはどういった方なのか、Ｇｏｏｇｌｅで名

前を検索しましたが出てこなくて、「外国人留学生のみなさんへ」という応募方法の資料をいた

だきましたが、特にこのお二方の名前もありませんでした。もし何か新宿区にゆかりがあって、

個人的な寄付金によって基金があるのであれば、その由来というか名前というか、そういうの

が募集要項にでもあれば親切かなと。すみません、今頃になって質問して申し訳ないです。 

【事務局】 

確認いたします。 

ご意見としては、そういった基金の元となる寄付をしてくださった方の説明が募集要項にあ

ってもよいのではないかということですね。承知いたしました。 

【委員】 

はい。ありがとうございます。 
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【部会長】 

では、そんなことでお願いできればと思います。 

【事務局】 

部会長、５９９のご意見のところに、今の意見を部会の意見として載せるかどうかというと

ころはいかがされますか。 

【部会長】 

そうですね。ヒアリングのときに聞いていないので、もしかしたらパンフレットがもうある

のかもしれないし、募集要項って見ていないので、どんなものなのか。あるんですか。 

【事務局】 

お配りした資料の中に。 

【部会長】 

これですか。「外国人留学生のみなさんへ」、ここに載っていますか。これは奨学金の募集要

項ですものね。馬場敏英氏、濱田音四郎氏のことが、普通はどこかに何かあるのだろうという

感じはするけれども、いただいているのは１枚目であって、プラスアルファで一式、「この奨学

金とは」とか、申請書の様式ですとか、もう少しついているものがあるのだろうという感じは

します。ここに意見というよりも、取りあえずはそれを見たいという感じですかね。 

【事務局】 

周知の状況を確認します。すでに両氏に関する周知がなされていれば意見はせず、周知がな

されていなければ部会として意見する、ということで。 

【部会長】 

そうですね。そういったところをＰＲしたらどうかという意見ですかね。せっかく、こうい

った奨学金をくれるわけなので、それに対してもう少し敬意を払って説明したほうがいいので

はないかと。 

【委員】 

もし新宿区にゆかりがあるということでしたら、新宿区のＰＲにもなるかなと思いますので。 

【部会長】 

そうですね。その辺、条件つきでどうするか考えさせていただくということにしたいと思い

ます。 

よろしければ、まとめのほうに行きたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

そうすると１枚目に戻りまして、外部評価チェックシート（施策評価）のところになります。

個別施策Ⅲ－１５「多文化共生のまちづくりの推進」、総合評価のところですけれども、順番に

ということで、私から発表したいと思います。 

結論は「おおむね順調に進んでいる」になります。多くの外国人が居住・滞在する新宿区に

とって、多文化共生を図ることは困難な課題である。こうした課題に対し、おおむね的確な対

応を取っていると判断できる。コロナ禍が収束すればしたで、新たな課題が生起しよう。それ

らに対し、今後も的確に対応することを望む。 
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このような意見で、また、コロナでできなかった事業もありますけれども、おおむね、手段

をオンラインに変えることで対応しているのではないか。状況が変われば、それに応じて対応

してほしいということを書いております。 

お願いいたします。 

【委員】 

私も「おおむね順調に進んでいる」と評価させていただきました。新宿区には人口の約１割

を占める外国人が居住しており、その国籍は１２０か国を超え、まさに多文化が集まる賑やか

なまちだと考えております。その外国人一人ひとりが地域社会の一員として活躍できる「多文

化共生まちづくり」に取り組んでおります。 

各種事業がいろいろありまして、新宿区多文化共生まちづくり会議や、新宿区多文化共生連

絡会、または、冊子にまとめた「新宿生活スタートブック」や外国人のための情報誌の発行・

配布と、いろんなことに取り組まれております。 

多文化共生まちづくりを進める上でも、新宿区の外国人向けのサービス施設であります、し

んじゅく多文化共生プラザがありますので、ここにたくさんの外国の方が知って学び、また、

日本人の方と交流できるような状態が備わっておりますので、さらなる充実を図っていただき

たいと書かせていただきました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いします。 

【委員】 

私も「おおむね順調に進んでいる」と評価をさせていただきました。いろいろ書かせていた

だいたのですが、これは記載してほしいということではなくて、自分の思いのようなものを書

きました。 

担当課の方からの説明を受けたときに、委員が、これからどういうことを目指しているのか、

というようなお話をされて、そのときに、新宿区の成人式が半分は外国人の人だったという話

を聞いて、そういう状況も知らなかったですし、あるいは、私の住んでいる地区は小学校の中

に外国人の人はいなくて、区立は外国人ばっかりで、日本人は私立に行っているとか、そうい

うお話も聞くんですけれども、これからどんどん増えていく、いや、今も増えていくというこ

とに関して、新宿区の中でも非常に地域差があるんだなと感じました。 

そういうふうに増えていく中、新宿区の人として共生していくのが、目指すまちの姿として、

一人ひとりが地域社会の一員として活躍できていくというのを目指すのであれば、いつまでも

外国人、日本人と区別していくのは、これからは違うのかなと考えています。 

個人的なことですけれども、会社勤めをしていたときに、ちょうど８８年、８０年代後半く

らいのときに、異業種交流の勉強会で、国際化とか男女共同とか環境問題をグループでいろい

ろ勉強する機会があって、そのときに、外国語の表記とかピクトグラムが必要だよねという話

をしていたんです。 



－21－ 
 

今、現状は外国人も増えて、本当は交流をしているはずなのに、日本人対外国人みたいな意

識というのは当時と変わっていないんじゃないか。当時外国人がすごく増えて８８万人、９９

年に１５０万人、そして２０年には２８８万人、どんどんどんどん自分たちの意識が変わらな

いうちに国際化は進んでいるんだなと思いました。 

以上が感想というか思いのようなことで、「おおむね順調に進んでいる」という評価としては、

スタートブックや生活情報誌の発行、共生プラザでの案内、相談など、外国人に対するきめの

細かいサービス、対応ができているということで評価させていただきました。 

一方、日本人の外国人に対する理解促進に対しての施策は少ないのではないだろうかと思い

ました。先ほども言いましたけれども、外国人ばかりではなくて、日本人に対する啓蒙活動も

必要だと感じました。 

担当課の方々が外国人の方々の現状とか、コミュニティについてよく理解し、対応されてい

ると感じました。施策も順調に進めていると評価します。 

時代とともに日本で暮らす外国人の求めるものや行政サービスも変わってくると感じていま

す。サービスは与えるだけではなく、ともにつくるという意識づくりが重要だと感じました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

私のほうは「おおむね順調に進んでいる」としました。 

「多文化共生のまちづくりの推進」では、日本人と外国人を委員とする新宿区多文化共生ま

ちづくり会議を年間６回開催されておりました。 

また、第５期のテーマ「日本人と外国人が共につくる地域社会のあり方」を各部会で審議し、

１２月の全体会では、これまでの審議内容に関する中間のまとめ案を決定しました。 

また、新宿区多文化共生連絡会は、新型コロナウイルスの感染状況に応じて、対面型とオン

ラインを併用して５回開催し、新たに３団体の加入を得、今後の運営のあり方を検討する世話

人会を２回開催し、ネットワークの連携強化に努めていました。 

地域における多文化共生交流会は、新型コロナウイルスの影響により１回中止しましたが、

オンラインによりベトナム文化の紹介を内容として１回開催し、多文化共生意識の涵養に資す

ることができた。 

「外国人への情報提供」では、「新宿生活スタートブック」や外国人住民のための生活情報誌

などの発行・配布、外国人向け生活情報ホームページ及び外国語版ＳＮＳの運営を行い、特に

外国語版ＳＮＳの運営では、ワクチン関係を含むコロナ関連情報の１３０件以上のＳＮＳ配信

を行った。 

また、令和２年度に作成した新宿区での生活を円滑にスタートするための情報をまとめた映

像「新宿生活スタートガイド」について、区ホームページで紹介するとともに、周知用カード

を作成・配布し、活用に努めた。 

「日本語学習への支援」では、新型コロナウイルス感染症の影響により休止していましたけ
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ど、一部の新宿区日本語教室を新たに２教室再開し、１２教室中６教室を運営した。いろんな

意味で、努力なさってやっておられる。 

多文化共生まちづくりの推進では、状況はそれぞれ異なっておりますので、それをそれぞれ

把握しながらやっていくということが、これからは大切だなと。そういうことで、「おおむね順

調に進んでいる」と書きました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

「おおむね順調に進んでいる」と記載させていただきました。新宿区と同程度の外国人居住

者割合の地域と比べると、外国人の方、日本人の方からのクレームは少ないと感じました。 

具体的な話をすると、福岡県の苅田町という日本で一番ベトナム人の多い地域、ここの町議

会議員とは昔からの仲間なんですけれども、日本で一番ベトナム人が多いということで、ベト

ナムのコミュニティができて、そして、やっぱりうまくいかなくなるんですね。ですから、そ

れに対してのクレームを随分聞かされることが多かったものですから、それと比較すると、新

宿区のやられている多文化共生は、今はうまくいってるのではないかと感じました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

ここの施策については、個別施策が１つで、それに対応する計画事業が１つということにな

りますので、１対１というか、まとめて何かというよりも、計画事業の６３事業がそのまま移

ってくるという感じにもなってくるわけです。コアとなる事業は「多文化共生のまちづくりの

推進」ということではありますけれども、そのほか経常事業がいくつかあって、それをまとめ

たものが、この個別施策の評価になってくるのだろうと思います。 

結論として見れば、「おおむね順調に進んでいる」と皆さん評価なさっていますので、そのよ

うになるのだろうと思います。書きぶりは、個別の事業を網羅するというよりも、それをまと

めた形で、「おおむね順調に進んでいる」というような評価にしたいと思いますので、そのよう

に書かせていただきたいと思います。 

究極的な姿は、外国人と日本人を区別せず、全く同じように取り扱えばいいのだろうと思っ

ているところではありますが、それに行き着く過程では、やはり有利な側と不利な側があるの

で、不利な側を助けるような施策が必要になってくる。結果、アファーマティブ・アクション

ですとか、ポジティブ・アクションですとか、そんなことを言われていました。そういったこ

とが言われ出したのが１９８８年くらいだったか、昔、ウーマンリブですとか、アメリカだと

ブラックパワーですとかが言われていて、女性差別撤廃運動とか、黒人差別の撤廃運動とか、

そういったことが出てきました。黒人を有利に扱うことによって結果としての平等につながっ

ていくのではないのか、そのための施策といったものが、先ほど言ったアファーマティブ・ア

クションですとか、ポジティブ・アクションというものだと思うわけです。 
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現状、その当時に比べれば、アメリカの場合、黒人の地位向上、女性の地位向上があって、

日本のこの新宿区においても、外国人は言葉ができないというところがやはり不利な状況にな

ってくるので、そこを何らかの施策で底上げをしていくことで、結果としての平等を培ってい

こうというような施策だと思っています。経常事業にほとんど位置づけられておりますけれど

も、そんなことがいろいろなされているのだろうと私自身は感じました。 

前提としても、啓発がやはり大事で、いくら施策事業をしてもその対象者が分かっていなけ

れば対応できないので、そのための仕組みづくりといいますか、それが共生の会議であったり

するのだと思います。また、集まるような場があれば、そこで交流ができるわけで、コアはプ

ラザだとしても、そのブランチみたいな形でつなげるような場があったほうがいいと思うので、

それが町内会だったり、商店街だったり、何か買い物をすればそういったところになってくる

し、またごみ出しですとか、そういった場で顔を合わせるような機会があればそれがつながっ

ていくのだろうなとも思います。大学もやっぱり大事なので、本当はもっとやったほうがいい

のだろうなと思っています。 

私が今言ったのは感想だと思っているので書く必要はなくて、取りまとめとしては、「おおむ

ね順調」で、いろんなことをやっているという評価になるのだろうと私は感じました。 

そんなところで取りまとめてよろしいでしょうか。 

【委員一同】 

はい。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

今後の取組の方向性に対する意見では、順次、ご発言いただきたいと思います。 

【委員】 

視察で見学させていただきました、しんじゅく多文化共生プラザの機能充実を図る上でも、

新宿区で暮らす外国人にぜひ知ってもらいたい。こういったすばらしいサービスがしんじゅく

多文化共生プラザにあるということを認知していただく上でも、さらなる広報、また、利用者

同士でのコミュニケーションや認知度向上に努めることを期待したいと考えております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

日本人と外国人がとともにつくる地域社会のあり方について、コロナウイルス感染症の対応

や災害時の対応など、外国人が必要な情報に対してのニーズはとても高いものがあります。そ

れらのニーズに応えるほかに、防災訓練や地域の見守りなど、ともにつくる地域活動について

も充実した取組が必要ではないでしょうか。 

【部会長】 

ありがとうございます。 
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お願いいたします。 

【委員】 

地域の日本人と外国人がともに区政に参画する体制を強化していくことが大切である。 

新型コロナウイルス感染症への対応を取り入れた支援や、コミュニケーションの場を充実す

ることで、日本人と外国人の交流を促進し、多文化共生の意識の啓発につながるのではないか

と考えております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

地震、台風等の災害対策は、新宿区役所内のほかの部門との緊密な連携をお取りくださいと

書きました。これは、今回の多文化共生だけでなく、もう一つ、我々が外部評価として受けた

部分も含めてだと思うのですが、情報の共有化を具体的な施策の中に入れるべきだというのは、

いかがかと考えております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

ここでは今後の取組ということでありますので、今回のコロナ禍で明らかになったところで

は、ワクチンですとか、病院にかかるですとか、そういったところの情報がきちんと届いてい

ないと生命を失ってしまうような事態になりますので、その辺、しっかりする必要があるのだ

ろうと思います。 

また、災害対応では、大地震も起こるのではないかと思いますし、地球温暖化で洪水などが、

今、東北ですとか、そういうことがありますので、その辺の、命に直結するような対応につい

てしっかり届ける必要があると思います。 

それから、委員のところでも気になったのですが、区政に参画する体制ということでありま

して、住民も見方によって行政の対象者という位置づけもありますけれども、一方、区政を動

かしていくということで、外国人がどこまでそういった権利を持つのかというところも議論に

なってはいるのですけれども、少なくとも税金等支払っておりますので、一定の範囲では主権

者としての住民という性格を持つのではないかとも言われております。それが対象者としてど

うあるべきかというところも大事ですけれども、一定の範囲で区政に参画する体制を、もう少

し見ていったらどうなのかということもあるように思います。 

ちなみに、私の住んでいる川崎市では、外国人市民代表者会議というようなことで、一応、

つくったときは「第二の議会」だというようなことを言ったのですが、そこまで行かないにし

ても、市政に対する課題の提言ですとか、それから、国の制度を変える方向も一応視野に入れ

て、市に対して提言をして、市がそれを受け入れて、それを国に届けるということもやってい

ますので、どこまでやるのかという感じはあるのですけれども、課題としてみれば、もう少し

充実ということもあっていいのだろうということで、その辺についても少しここに書かせてい
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ただきたいと思います。 

具体的にどこまで書くかはともかくとして、そういった方向性については書いてもいいのか

なと思っております。言い出すときりがありませんが、住民投票ですとか、そういったところ

もあります。そこは置いておいてもいいかなと思いますが、少しそういったニュアンスを付け

加えたいと思います。 

よろしければ、次、その他意見・感想のほうに行きたいと思います。お願いします。 

【委員】 

外国人も日本人もそうなのですけれども、やはり、新宿区に住んでよかったと、充実したま

ちで暮らせたということを意識づけて、特に外国の方が日本での生活ルールとか習慣を学びな

がら、友達づくりにも励み、いろんな意見交換ができるような、よかったと思える生き方とい

うか、人生の中の一部の、新宿区という住まいのところだけかもしれないのですけれども、大

切な歩みの中の、一時をここで過ごせてよかったと思えるようになっていただきたいなという

のが感想です。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

【委員】 

確認しなかったので感想になってしまうのですけれども、無料の日本語教室を多文化共生プ

ラザで開催して、外国人の方の日本語の習得にも非常に役に立っていると感じました。そのと

きに、生徒だった人がボランティアスタッフになるような、そういった循環があるのかな、そ

ういうのがあればいいなと。感想です。 

共生プラザにある図書は非常に貴重だと思いました。母国語の本など、なかなか買えないこ

ともあると思うので、図書の寄贈なども受け付けられればよいと感じました。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 

【委員】 

新宿区には人口の約１割を占める外国人が居住して、その国籍が１２０か国を超える現状で

あるため、なお一層、多文化共生まちづくりを推し進める必要があるのではないかと思ってお

ります。 

特に、これからある程度コロナが収束したり、いろんなことがだんだん平穏になってくると、

二、三年前に外国人がぐっと増えて、電車の中でも外国人を見ることが増えましたけれども、

なお一層、増えるのではないかなということで、多文化共生まちづくりを推し進める必要があ

るのではないかと思っております。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

お願いいたします。 
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【委員】 

本庁舎の外国人相談窓口、ハイジア１１階のしんじゅく多文化共生プラザを視察させていた

だき、より明確に理解ができました、と記載させていただいたのですけれども、今、皆さんの

お話を伺っていて、国の移民政策と関連という言葉は、どこかしら考えておかなければならな

いのではないかと思っているところです。 

それから、「国籍や民族等の異なる人々が互いの文化的違いを認め合い、一人ひとりが地域社

会の一員として活躍できる多文化共生」と書かれているのですけれども、本当に多文化共生な

のか、新日本人づくりなのか、この辺りのところは、先生は川崎でおやりになられていたとい

うところから考えると、ドイツでトルコ人が移民で入ってきて、昨年なんかはそれを今度戻す

ような形までやって、ドイツは完全に移民政策失敗だと明言しているところですよね。 

だから、多文化共生、非常に温かい雰囲気で我々はこれを見てきているのですけれども、こ

れが移民政策と関連したときに、どんな動きになっていくのだろうと思うと、それの先鞭をつ

けられるような方向性を新宿区で持つのも大事なのではないかと感じたところです。 

意見・感想として発言させていただきます。 

【部会長】 

ありがとうございます。そうですね。国籍はどうやって与えるのかみたいなものがあって、

アメリカだと、アメリカで生まれればアメリカ人ということになるけれども、日本の場合は、

父親なり、場合によっては母親なりが日本人でなければ、日本で生まれても日本人にならない

ということなので、その辺の国籍法に関わってくるところもあり、かなり大きな問題。あとは、

外国人労働者についてどう取り扱うかですとか、国としてみれば、移民なのか、日本人づくり

なのか、すごく大きな課題なのだろうなと思います。 

ここは意見・感想だから、そんなことも書いていいのかもしれないですけれども、具体的に

どうしろというところまで、ここは議論するような場ではないから書きませんけれども、そう

いったところを、この外部評価委員会の活動の中で考えたということぐらいは触れていいのか

なと思います。 

そういったところで、大きくまとめると、行政の対象者として外国人を見るだけではなくて、

行政に対する意見を言うだけの権利なのか、というところまでいくとちょっと行き過ぎかどう

か、議論が必要になってきてしまうので、そこはまとめるような話にはならないのだと思いま

すけれども、少なくとも、対象者として捉えるのではなくて、もう少し区政に参加する主体と

して見ていったらどうなのか。そんな意見があったことぐらいまでは書けるのかなと思ったの

ですが、そんなまとめ方でよろしいですか。 

ちょっと知りたいのが、新宿区は人口の１割、この人口って何でしたっけ。東京都の外国人

人口の１割ということですか。分母が何かなと。少なくとも日本の人口の１割ということはあ

り得ないので。 

【委員】 

新宿区の人口。 



－27－ 
 

【部会長】 

新宿区の人口ということなのですか。 

【委員】 

はい。ここの最初に書いてあります。施策評価シートの総合評価のところですね。 

【部会長】 

そういうことですか。分かりました。新宿区主体に考えると、人口といえば新宿区の人口な

んだということが自明のようになるのかもしれないけれども、ほかから見ると何なのかなと思

ったというところです。ここに書くようなことではないので、分かりました。ありがとうござ

いました。 

それでは、議論のほうはこれでおしまいにして、あとは、今日の議論を基にして、文章とし

て取りまとめるということでありまして、その取りまとめは私と事務局が考えながらまとめて

いって、まとまったものを皆さん方にお知らせして、了解を得るということで進めていきたい

と思います。よろしいですか。 

【委員一同】 

はい。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

それでは審議はここまでで、あとは事務局から事務連絡があろうかと思いますので、お願い

いたします。 

【事務局】 

本日、部会の取りまとめが終わりましたので、後日、先生と私たちのほうでつくり上げた部

会取りまとめ案の確認依頼の連絡を致しますので、そのときはお願いいたします。 

それが終わりましたら、１０月中旬から下旬に全体会を開催しまして、そこで委員会評価の

取りまとめ、また来年度の評価施策の選定等を、昨年度と同様に実施していただく予定です。

また、１１月上旬から中旬に、外部評価実施結果の区長報告を予定しております。 

日程等は改めてご連絡いたします。 

以上です。 

【部会長】 

ありがとうございます。 

それでは、これで新宿区外部評価委員会第３部会を終了したいと思います。どうもお疲れさ

までした。ありがとうございました。 

＜閉会＞ 


